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標 

　
明
治
新
政
府
が
、
欧
米
に
負
け

な
い
よ
う
な
国
づ
く
り
を
進
め
た

こ
と
は
、皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
先
進
的
な
行
政

制
度
の
導
入
、鉄
道
・
鉱
山
の
整
備
、

官
営
工
場
の
新
設
と
い
っ
た
工
業
化
、

留
学
生
を
派
遣
し
て
の
学
問
の
吸

収
な
ど
な
ど
、
富
国
強
兵
の
旗
印

の
下
、
他
国
に
負
け
な
い
資
本
主

義
国
家
育
成
を
目
指
し
た
の
で
す
。

そ
の
中
で
、
鉄
道
の
整
備
と
共
に

重
点
が
置
か
れ
た
の
は
、
新
た
な

道
路
交
通
網
の
整
備
で
、
中
央
集

権
化
を
拡
大
し
、
殖
産
興
業
政
策

を
推
進
す
る
、
近
代
化
政
策
の
基

盤
で
し
た
。 

　
鉄
道
と
道
路
の
整
備
は
、
国
土

を
防
衛
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

と
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、日
本
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
い
馬
車
が
未
成

熟
で
、
性
能
が
良
い
馬
車
を
製
作

す
る
能
力
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

軍
隊
の
輸
送
は
鉄
道
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
道
路
の
整
備
は
遅

れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、1
9
2
0（
大

正
9
）年
に
道
路
法
が
施
行
さ
れ
、

道
路
の
等
級
区
分
と
管
理
責
任
を

定
め
、
1
9
2
0
年
代
後
半
に
は

自
動
車
が
徐
々
に
普
及
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
道
路
改
良
が
本
格
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
道
路
法
で
は
、
国
道
・
府
県
道
・

市
町
村
道
が
新
た
に
規
定
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、道
路
法
施
行
令
で
は
、

耐
久
性
の
あ
る
石
材
で
作
る
よ
う

決
め
ら
れ
た
道
路
元
標
を
、
道
路

の
基
準
点
と
し
て
、
当
時
約
1
万

2
千
あ
っ
た
全
国
の
市
町
村
に
一

箇
所
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、

市
町
村
役
場
の
前
や
主
要
道
路
の

交
差
点
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
を
結
ぶ
よ
う
に
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。な
お
、

日
本
の
国
の
道
路
元
標
は
、
現
在

で
も
東
京
都
中
央
区
の
日
本
橋
に

埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
時
の
上
三
川
町
で
も
、
旧
上

三
川
町
に
は
大
字
上
三
川
地
内
警

察
分
署
前
（
県
道
真
岡
石
橋
線
と

宇
都
宮
上
三
川
線
と
の
交
叉
点
）、

旧
本
郷
村
に
は
大
字
東
汗
地
内（
郡

道
絹
島
上
三
川
線
と
本
郷
雀
宮
線

の
分
岐
点
）、旧
明
治
村
に
は
大
字

大
山
地
内
五
社
神
社
前
（
郡
道
宇

都
宮
明
治
線
の
終
点
）
付
近
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
に
新
た

に
制
定
さ
れ
た
道
路
法
で
は
、
道

路
元
標
に
つ
い
て
の
詳
し
い
規
定

は
特
段
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
取

り
壊
さ
れ
た
り
、
撤
去
さ
れ
た
り

し
た
よ
う
で
、
上
三
川
町
内
で
も

現
存
す
る
の
は
旧
上
三
川
町
道
路

元
標
の
み
で
す
。現
在
、道
路
網
は

非
常
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ

の
道
路
元
標
は
、そ
の
礎
を
築
い
た
、

現
在
に
残
る
生
き
証
人
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。 
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第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。 

鬼
怒
川
が
出
水
し
、東
蓼
沼
の
堤
防
が
決
壊
す
る
。 

宇
都
宮
駅
・
小
山
駅
間
の
複
線
化
工
事
が
完
了
す
る
。 

鬼
怒
川
の
増
水
に
よ
り
、本
郷
村
大
字
上
郷
の
堤
防
が
決
壊
し
、上
三
川
・
石
橋
間
の

仮
定
県
道
中
、田
川
付
近
の
大
字
川
中
子
と
梁
の
間
が
冠
水
す
る
。 

栃
木
県
内
に
初
め
て
自
動
車
が
登
場
す
る
。 

こ
の
年
の
石
橋
駅
か
ら
の
発
荷
品
目
、米
が
全
体
の
41
％
・
 

麦
類
が
17
％
・
馬
15
％
・
干
瓢
が
約
10
％
。 

県
道
真
岡
・
石
橋
線
の
改
修
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。 

1
9
1
8

 

米
騒
動
が
起
き
る
。 

道
路
法
施
行
。道
路
元
標
が
設
置
さ
れ
る
。 

石
橋
駅
前
に
合
資
会
社
石
橋
自
動
車
商
会
が
創
立
す
る
。 

車
種
は
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
５
人
乗
り
。 

こ
の
年
長
雨
の
た
め
、干
瓢
が
空
前
の
大
凶
作
と
な
る
。 

こ
の
年
公
布
の「
馬
籍
法
」に
よ
り
、各
役
場
に
馬
籍（
馬
の
戸
籍
）が

設
け
ら
れ
る
。 

郡
制
廃
止
。郡
道
が
府
県
道
と
な
る
。 

共
同
経
営
で
あ
っ
た
東
汗
渡
船
場
が
県
営
と
な
る
。 

こ
の
年
、明
治
村
は
予
算
を
大
幅
削
減
。小
学
校
費
が
予
算
の
7
割
を

占
め
る
。 

上
三
川
銀
行
、下
野
中
央
銀
行
と
合
併
。 

こ
の
年
の
電
話
加
入
者
数
37
名
。 

 

世
界
恐
慌
が
起
き
る
。 

県
内
の
米
価
大
暴
落
。 
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